２０１１年7月2日バガヴァッド・ギーター勉強会
· 読み：第3章1～１０節

· 勉強：第14章１６節～
6月の講話ではサットワ、ラジャス、タマス的な人がそれぞれ死後どの世界に行くか、またどのような形で再生するかについて話しました。

この三つの分類とは別に、もうひとつのカテゴリーがあります。

それはヨーガの道を進んでいながら途中で脱落（挫折）した人のことです。
ヨーガブラシュタ（Yogabhrashta）について、第6章37節を見てください。

アルジェナが問います。『信仰を持って始めたものの、いつの間に真我実現の道から逸れて
しまい、遂にヨーガを完成できなかった人は、おおクリシュナ様！その後一体いかなる運命を
たどるのでしょうか？』//第6章37節
ヨーガの道から脱落した人のことを、ヨーガブラシュタと言います。

例えば、
１．若くして亡くなった人（時間がなかった）。
２．最初一生懸命ヨーガを実践していたが、段々実践することを止め、ヨーガの道から脱落した人。

３．突然前の悪いサムスカーラ（Samskara）が表れ堕落した人。
サムスカーラとは過去世および現世における経験の結果心に深く刻まれた強い印象のことであり、これは同時にその人の傾向を形成しています。
我々が良い考え、良い行いを何回も繰り返すと、それは深い印象となって残り、我々の傾向となります。

悪い考え、行いについても同じです。

良いサムスカーラを残すと、悪い事をしようと思っても出来ません。
良い又は悪いサムスカーラを積み重ねることが、Good Motivation又は、Bad Motivationにつながります。
[良い（或いは悪い）考え、行いを繰り返す　⇒　深い印象になって残る　⇒　傾向となる]

この連鎖のプロセス全体をサムスカーラと言います。

サムスカーラという考えは、ヒンドゥー教哲学、聖典の中に何回も出てきます。サムスカーラはヒンドゥー教独特の考え方であり、キリスト教にも、イスラム教にもこの考え方はなく（ヒンドゥー教から生まれた仏教にはもちろんありますが）、この事が判るとヒンドゥー教についても解るようになります。
我々の前世、今生、来世、再生全てにこのサムスカーラが関係します。

インドでヒンドゥー教徒の間では、「あの人のサムスカーラは神聖だ」、「この人のサムスカーラは良くない」というような会話はごく普通に行われます。

この場合サムスカーラは単に「性格」という意味だけではなく、前世と関係のあるとても深い特別な概念です。

サムスカーラというひとつの言葉の中に沢山のアイデアが含まれており、これが理解できないとヒンドゥー教についても理解できません。
先程述べたヨーガブラシュタのうち3番目のタイプについてこのサムスカーラという概念を用いて説明すると、たとえ良い事を考え、良い行いをしても、突然世俗的な、悪い印象が表れることがあります。

 “自分は善を積んでいるから安心だし、何の問題もない”と油断していると、前世の悪いサムスカーラが突然表れ一気に堕落してしまうので絶対に自惚れてはいけませんし、悟りに至るまで気をつけなければなりません。

ではヨーガブラシュタの魂はどのような再生をするのでしょうか？
空にある雲のように消えてなくなるのでしょうか？（アルジュナの質問第6章38節）
第6章40節～42節を見てください。

クリシュナは彼らの魂は決して消滅などしないと答えます。（第6章40節）

彼らは神聖で裕福な家庭に再生します。（第6章41節）

また非常に稀なケースもあります。

　あるいはまた、大いなる智識をそなえた賢者の家庭に生まれてくるが、こうした誕生は、地球上においては、まことに稀なことである。//第6章42節

42節での賢者の家庭に生まれると言う事ですが、普通聖者は結婚せず、子供を持つことは少ないので大変特別です。

例えば、偉大な聖者ヴィヤーサ（Vyasa）の息子シュカディーバ（Suka deva）は、とても有名な聖者ですが、生まれてすぐ霊的な実践の為に森へ入ってしまい、ヴィヤーサが呼び戻したという事が聖典の中に書かれてあります。
クル王の息子よ！そのような家庭に生まれた人は、前世における意識を蘇らせ、ヨーガの完成を目指して前世以上の努力をし始める。//第6章43節

この場合、前世の神聖なサムスカーラの影響により、また霊的な実践を始めます。

ここまではヨーガブラシュタの再生について説明してきました。

第14章16節に戻ります。

サットワによる行動の結果は、善美で清らかであるが、ラジャスによる行動の結果は苦痛であり、タマスによる行動の結果は無知蒙昧である。//第１４章１６節

スックリタッシヤーフフ（sukrtasyahuh）の意味は、サットワ的と同じで、サットヴィカン（sattvikam）は素朴さ、知性、慈悲、無恐怖、調和です。全ての良い性質（純粋な愛、無恐怖、静けさ、無執着も含）は、サットワ的性質です。ニルマラン　ファラム（nirmalam phalam）の意味は、欠点（malam）が無い（nir）結果（phalam）です。サットワ的性質によって、心、体、感覚、知性が純粋になります。
次は、ラジャサス　トゥ　ファラン（Rajasas tu phalam）です。ラジャス的な性質は何でしょうか？苦しみ、悲しみです。Phalamは、最終的結果という意味です。ラジャス的な性質による最終的結果は、沢山のストレス、失望、恐怖等全て好ましくないものです。喜び・楽しみはほんの少しだけ。私達は、１ｇの喜び・楽しみの為に朝から晩まで働き、９９ｇ苦しみます。

タマス的な性質による最終的な結果は、幻惑、怠惰、睡眠、間違いです。

結果には2種類あります。1つは、すぐ出る結果で、もう1つは、最終的な結果です。

第18章38節のように、最初甘露でも、最終的には毒となるのがラジャス的な喜びです。
初めは甘露のようであっても、終わりには毒薬となるような、感覚とその対象との接触から生じる喜びは、ラジャス的幸福と言われる。//第１８章３８節

第14章1１節と第14章1７節は同じことです。

肉体のあらゆる感覚器官（目耳鼻口肛門生殖器など）を通じて、智慧の光が輝き出るのは、
サットワが優勢な時である、と知るがいい。//第14章11節

サルヴァ・ドヴァーレーシュ（sarva-dvaresu）は、感覚、心、知識のサットワ的性質を意味しています。
サットワからは真実の智識が生じ（サットヴァート　サンジャーヤテー　ジュニャーナン（sarrvat sanjayate jnanam）、ラジャスからは食欲が生じ、そしてタマスからは誤謬と愚鈍と無知が生じる。//第１４章１７節

バガヴァッド・ギーターの教えは、本当はただひとつです。

そのひとつの教えとは、“いつも仕事をしてください。そうしながら、私の事をいつも覚えていてください。いつも思い出してください。神様といつも繋がっていてください。”ということです。

マーン　アヌスマーラ　ユッデャ　チャ（Mam Anusmara yudhya cha）：

自分（mam）と神様はいつも（anu）一緒と思い出す（smara）。

これがバガヴァッド・ギーターで一番大切なこと（エッセンス）です。

バガヴァッド・ギーターの“戦い”とはシンボルであり、“働き”と同じ事です。生きていく為に、働くことは大切です。家族を守る為、生きる為にも働くことは絶対に必要です。お坊さんも、誰でも皆働きます。働いて色々な事を実践していると、疑いや混乱や迷いが生じます。クリシュナが同じ事を何度も説明しているのは、色々な言葉と例で説明することによって、皆さんに深く印象付ける為です。
それから、第14章12節と17節（前頁下部をご覧下さい）
また、物事に対する強烈な執着、活動の意欲、仕事への野心、焦燥感、熱望などが心に生じるのは、ラジャスが優勢な時である。バータラ族の勇者（アルジュナ）よ！//第１４章１２節

ローバハ（Lobhah）は、欲張ること：お金、富、名声、権力がもっと欲しくなる。皆さんが制御すべきこれらの欲深い性質がラジャス的性質です。
第14章19節

全ての行為は自分がするのではなく、これら三性質の作用にほかならぬ事を知り、しかも至上主はこれら三性質を超越した存在であることを知る人は、私のもとへと到達する。//第１４章１９節

この節に入る前にヴェーダンタの事を話さなくてはいけません。
バガヴァッド・ギーターをモクシャ　シャストラ（Moksha-shastra）：解脱の聖典とも言います。全ての話の目的は、解脱です。解脱は、トリグナ（サットワ、ラジャス、タマス）を識別し、プラクリティ、マーヤ、アギャーナ（無知）を超越しないと出来ません。
インド哲学の中で一番古いのはサーンキヤ哲学で、それによれば神様はプラクリティ（prakriti）で全ての生物、物を作りました。そして、マーヤの影響により最初執着が生まれ、束縛になります。
我々の本性は、サット（Sat:永遠の実在）、チット（Chit：完全な智慧）、アーナンダ（Ananda：絶対至福）です。サッチダナーンダは、偉大なレベルで、ブラフマン（Brahman：絶対の真理）、個人的なレベルでは魂、内なる自己・純粋な意識のアートマン（Atman）です。全ての意識の源は、ブラフマンですが、その事を忘れてしまうため、私意識が表れエゴが生まれます。
もし解脱したいなら、束縛から解放されなければなりません。なぜなら、肉体を持つ内なる自己（Jiva）は自分を体・心・感覚と同一視してその結果自分も体と同様に一時的で有限であると考える為、執着・恐怖・無知が生まれます。その執着心が我々を束縛し、今の状態（問題）を生んでいます。解脱の為には、プラクリティ・マーヤ・アギャーナを超越しなければなりません。
第14章19節を見てください。（前頁下参照下さい）
この中には、深い意味があります。例えば、働く行為・人・道具・目的・結果の全ては、三性質（トリグナ）の作用によるもので、自分（純粋な自己）がするのではありません。

体意識があるから体で生きようとし、感覚意識があるから目で見、心意識があるから心で考えます。しかし、「心・体・感覚」と「内なる自己（純粋な私＝絶対の真理）」は違うのだということを識別しなければ解脱は出来ません。

19節で「私のもとへ」と言うときの「私」とは個人的なレベルの「人・クリシュナ」ではなく、絶対の真理のことです。

グネーッビャシュ　チャ　パラン　ヴェッティ（Gunebhyas ca param vetti）//第１４章１９節より
クリシュナが言うMad（私の）-bhavam（状態）とは、絶対の真理：ブラフマンのことです。　//第１４章１９節より

ではブラフマンの本性とは何かと言えばウパニシャッドによると、

1 サッチダナーンダ（絶対の存在、知識、喜び）

2 真理の中の真理

Absolute　Truth（絶対的真理）とRelative　Truth（相対的真理）があります。

例えばある人は自分をサラリーマンと規定しますが、同じ人が家では父親、店に行けばお客さん、病院では患者であってそのどれもが間違いではありませんが、これは相対的真理です。

サンスクリット語でTruthを表す言葉として、サッティヤ（Satya：相対的な真理）とリタ（Rita：絶対の真理）の二つがあります。解脱の後、マーヤ（無知）は無くなるので、マーヤはサッティヤですがブラフマンは絶対の真理ですからリタです。
3 永遠の中の永遠
例えばヒマラヤ山、大海などは永遠に見えますが、本当に永遠ではないでしょう。

本当に永遠なのはブラフマンだけです。

4 意識の中の意識

我々の意識の源は何でしょう。ブラフマンです。我々が自分の意識だと思っているのは借り物の意識であり、それを忘れているためにエゴが生まれます。

5 全てのものの中にある

6 最大のものより大きく、最小のものより小さい
無限（Infinity）の定義とは何でしょうか？

それはアノーラニヤン　マハト‐マヒヤン（Anoraniyan Mahato mahiyan）、一番大きいものより大きく一番小さいものよりも小さいということです。

7 全ての物はブラフマン
ブラフマン以外に何もなし。
どうして多様なものが存在するように見えるのでしょう。それは無知のせいです。

札幌の雪祭に行くといろいろな彫像が沢山あります。人間、動物、建物などそれぞれ形や名前は違いますが、それらから形や名前を取り払ってしまえば、全て雪で作られていて雪以外には何もないということになります。

別の例で言えば金の指輪、ネックレス、イヤリング、形は違いますが金であることに変わりはありません。

8 ブラフマンの手足目耳はあらゆるところにある（遍在）
皆さんの手はブラフマンの手であり、足目耳も同じです。

9 全ての感覚はブラフマンの感覚
別の見方をするとブラフマンには何も感覚はないということであり、これは矛盾ではありません。なぜならブラフマンは純粋な意識ですから感覚器官はありません。
それがマーヤの影響で宇宙に成った時に感覚を持つようになりました。

絶対的な視点、相対的な視点どちらに立つかによって表現が違ってきます。

同じ真理に二つの姿があると言うことです。

皆さん、目を閉じてみてください。目からの情報はシャットアウトされますが耳は働いているので、私の声を聞くことによってそれが脳に伝わりイメージが生まれます。なぜなら過去の記憶がありますから。
音楽会のパーティーでは皆が美しく着飾って楽しげに談笑しています。
そこでは皆が自分を音楽会の参加者として認識しています。そこで目を閉じてみてください。一時的ですが全てが消え去ります。これはとても良い無執着、非同一視の訓練です。これが進むと目を開けていても自分自身をその環境から切り離すことが出来ます。
渋谷のスクランブル交差点でも、周りを見ずに空を見る。心の平安は急には得られないのでこのような小さな実践を積み重ねることが必要です。周りの喧騒で心がばらばらになっても、純粋意識を識別することによって安心や幸せの状態を見いだすことが出来るようになります。識別することは、解脱するために必要です。
Q&A

Q1.集中して瞑想する方法について？

A1.瞑想している時、周りの音が気になったら、その音のイメージを別の神聖なイメージに変換する。例えば、夏、蝉の鳴き声が気になったら、蝉の声を全ての音の源である「AUM」に変換してみる。また、瞑想に集中していても、時々関係の無いイメージや否定的な考えが浮かんだりするので、最初から別のイメージで瞑想すると良いです。シュリ・ラーマ・クリシュナの福音にも瞑想について沢山書かれていますし、最初からラーマ・クリシュナのイメージして瞑想したり、神聖な存在をイメージして瞑想すると良いです。

Q2.蝉の声をただ押さえ込んでいるということではないですか？

A2.それは違います。押さえ込むのではなく、神様や神聖なものにイメージを向けるということです。
Q3.サムスカーラは、減ったり変わったりせず、ずっとあるのでしょうか？

A3.シュリ・ラーマ・クリシュナの言葉に、「人間の本性は純粋」とあります。良いサムスカーラなら問題ないですが、悪いサムスカーラも良いサムスカーラを積めば減っていきます。自分を「素晴らしい、純粋だ」と肯定的に思うようにし、心を直すと純粋な本性が表れてきます。反対に、「私は罪人、バカ」と繰り返していたらそうなってしまいます。

罪は一時的、純粋は永遠です。
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